
親
鸞

の
念
仏
観

に
お
け
る
宗
教
性

に
つ
い
て

中

山

彰

信

序

親
鸞

の
念
仏
観
に
お
け
る
宗
教
性
に
つ
い
て
と
い
う
標
題
を
掲
げ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
宗
教
性
と
は
、
救
済

の
正
因
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
の
考
察
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
年
、
龍
谷
大
学
の
信
楽
氏
が
、
論
文

『親
鸞
に
お
け
る
念
仏
の
意

味
』
に
、
(
1
)

「称
名
念
仏
と
は
ひ
と
え
に
信
心
成
立
の
た
め
の
プ

ロ
セ
ス
、

の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。」
又
、
「称
名
念
仏
と
は
、
そ
の
実
践

論
的
な
側
面
に
限

っ
て
言
え
ば
、
日
々
に
お
け
る
不
断
の
反
復
相
続
が

心
理
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
、
や
が
て
宗
教
的
体
験
と
し
て
の
心
澄

浄
な
る
信
心
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
又
、
岡

氏
は
論
文

『親
鸞

の
称
名
思
想
の

一
考
察
』
(
2
)

に

「行
巻
」
と

「信
巻
」

の
関
係

に
つ
い
て
、
「
順
序
よ
り
み
て
も
明
ら
か
な

よ
う

に
、
行
巻
は

信
巻
に
先
し
て
、
信
後
の
報
恩
行
と
い
う
が
ご
と
き
性
格
で
は
な
い
。

…
…

…

(中
略
)
…
…
…
行
巻
の
称
名
は
信
が
主
で
あ
る
に
対
し
、
従
と

し
て
の
称
名
で
は
な
い
の
だ
。
行
と
信
が
全
く
同
格
か
、
あ
る
い
は
信

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

を
生
ぜ
し
め
る
称
名
と
し
て
、
よ
り
重
要
な
意
義
を
持

つ
と
さ
え
い
い

う
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
行
巻
の
称
名

は
、
信
心
正
因
、
称
名
報

恩
と
い
っ
た
思
想
で
は
、
捉
え
ら
れ
な
い
も

の
に
な
る
。」
又
、
「第
十

七
願
の
思
想
を
大
行
と
い
い
、
こ
の
大
行
を
称
名
と
す
る
。
し
か
も
こ

の
称
名

に
は
、
正
因
が
語
ら
れ
、
信
を
生
ぜ
し
む
る
も

の
だ

と

さ
れ

る
。
」
と
述
べ

ら
れ
、
両
氏
の
説
は
、
称
名
念
仏
こ
そ
正
因
に
近
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
親
鸞
の
念
仏
観
で
あ
る
よ
う
に
受
け

と
れ
る
の
で
あ
る
。
私
自
身
、
従
来

の

「
信
心
正
因
、
称
名
報
恩
」
の

念
仏
観
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
新
た
な
疑
問
を
感
じ
、
親
鸞
の
念
仏
観

を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

一

そ
こ
で
、
親
鸞
は

『歎
異
抄
』
第
二
章
に
、
「親
鸞
に
お
き

て
は
、

た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の

仰
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。」
(
3
)

と
述

べ

ら

れ
、
又

『高
僧
和
讃
』
に
は

「智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り
、
本
師
源
空
あ

一
七
九
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鸞

の
念

仏
観

に
お
け
る
宗
教

性
に

つ
い
て

(中

山
)

ら
は
れ

て
、
浄
土
真
宗
ひ
ら
き
つ
つ
、
選
択
本
願
の
べ
た
ま
ふ
」
(
4
)

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
然
の
教
え
で
あ
る
称
名
念
仏
を
継
承
さ
れ

た
こ
と
を
表
明
し
、

一
歩
も
法
然
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
常
に
強
調

せ
ら
れ
、
真
宗
の
興
行
を
法
然
の
功
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
『教
行
信
証
』
を
あ
ら
わ
さ
れ

た

の
は
、
何
故
で
あ

っ
た

の
か
。

そ
れ
は
、
そ
の
当
時
、
念

仏

に
対
す

る
弾
圧
が
行
な
わ
れ
、

又
、
法
然
門
下
の
中
で
も
異
説
が
称
え
ら
れ
て
い
た
故
、
法
然
の
念
仏

の
意
義

よ
り
深
く
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。
故

に
、
『教
行
信
証
』

の
後
述

に

「真
宗
興
隆
大
祖
源
空
法
師
」
(
5
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
親
鸞
は
法
然
を
超
え
な
い
こ

と
を
示
し
、
法
然
の
真
意
を
的
確
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
考

え
で
あ

り
、
従

っ
て
、

『教
行
信
証
』
は

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
註

釈
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

二

そ
こ
で
、
親
鸞
は
念
仏
を
如
何
に
捉
え
て
い
た
か
を
考
え
る
場
合
、

法
然
の
意
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
信
心
正
因
を
う

ら
ず
け

る
称
名
念
仏
と
い
う
捉
え
方
も
出
来
る
は
ず
で
、
信
楽

・
岡
両

氏
の
説
も

一
応
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

親
鸞
の
念
仏
観
と
い
え
ば
、
「行
巻
」
が
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「行
巻
」

の
標
挙

に
、
「諸
仏
称
名
之
願
」
と
、
(
6
)

第
十
七

願
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
十
七
願
は

「設
我
得
仏
、
十
方
世

一
八
○

界
元
量
諸
仏
、

不
悉
春
嗟
称
我
名
者
、

不

取
正
覚
。」
(
7
)

と
十
方
世
界
の

無
量
の
諸
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、

こ
の
阿
弥
陀
仏
の
名
こ
そ
、
浄
土
真
宗
の
行

で
あ
り
、
選
択
本
願

の
行

な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
巻
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
法
然
は
第
十
八
願
を
選
択
本
願
と

し
、
王
本
願
と
明
か
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
偈
前
の
文
に

「凡
就
誓
願
、
有
真
実
行
信
、

亦
有
方
便
行
信
、
其
真
実
行
願
者
、
諸
仏
称
名
願
、
其
真
実
信
願
者
、

至
心
信
楽
願
。
斯
乃
選
択
本
願
之
行
信
也
。
」
(
8
)

と
述

べ
、
諸
仏
称
名

の

願
と
至
心
信
楽
の
願
が
、
選
択
本
願
の
行
信
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明

ら
か
に
、
法
然
と
異
な
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
親
鸞
が
第
十
八

願
の
乃
至
十
念
の
解
釈
に
注
意
さ
れ
、
十
念

の
称
名
念
仏

と
解

し
た

場
合
、
自
力
の
称
名
念
仏
と
も
誤
解
さ
れ
、
念
仏
が
単
な
る
衆
生
の
行

で
な
い
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
、
詳
細
に
念
仏

を
解
釈
さ
れ
た
と
窺
わ
れ

る
。
故
に
、
「行
巻
」
の
最

初

に

「謹
按
往
相
廻
向
、
有
大
行
、
有
大

信
。
大
行
者
、
則
称
元
碍
光
如
来
名
。
斯
行
、
即
是
摂
諸
善
法
、
具
諸

徳
本
、
極
速
円
満
、
真
如

一
実
功
徳
宝
海
。

故
名
大
行
。
然
斯
行
者
、

出
於
大
悲
願
。」
(
9
)

と
意
解
さ
れ
、
親
鸞
は

「
行
」
と
言
わ
ず
、
「大
行
」

と
示
さ
れ
た
の
は
、
衆
生
の
行
で
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
救
済
の
為

の
行
で
あ
る
故

に
、
「無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
」
と
述
べ

ら
れ
、

そ
の
後
に
、
如
来

の
功
徳
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
如
来
の
行
を

「大

行
」
と
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
衆
生
か
ら
仏

へ
の
呼
び
か
け
と
解
し

て
称
え
る
念
仏
は

「大
行
」
に
値
い
し
な
い
も

の
と
言
え
る
。
故
に
、
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「信
」
も
同
様
の
意
味
を
持
つ
も
の
と

し
て

「大
信
」
と
解
釈
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

親
鸞
が
称
名
を

「行
巻
」
の
最
初
に
示
さ
れ

た

の

は
、
「行
」
自
体

の
も

つ
は
た
ら
き
が
衆
生
の
称
名
行
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
如
来

の

は
た
ら
き
を
示
す

「
行
」
で
あ
る

こ
と

を
示
す
。
そ
の
後

に
、
「即
是

名
諸
仏
称
揚
之
願
、
復
名
諸
仏
称
名
之
願
、
復
名
諸
仏
春
嗟
之
願
、
亦

名
往
相
廻
向
之
願
、
亦
可
名
選
択
称
名
之
願
也
。」
(
1
0
)

と
意
解

し
、

第
十

七
願
は
諸
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を
仏
徳
讃
嘆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
顕
わ
し
、
そ
の
よ
う
な
念
仏
で
あ
る
故
に
、
「大
行
」
と
示
さ
れ
た
。

こ

の
後
、
根
本
経
典
等
の
引
文
を
引
か
れ
、
第
十
七
願
の

「大
行
」

の
意
を
あ
か
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
七
祖
ま
で
は
第
十
八
願

の
み
を

も

っ
て
念
仏
の
信
行
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
親
鸞
に
お
い
て
は
、
第
十

七
願
、
第
十
八
願
の
両
願
も

っ
て
展
開
さ
れ

て

い
る
。
故
に
、
「行
」

の
中

に

「信
」
を
含
み
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

称
名
破
満
の
私
釈
に
お

い
て
、
「爾
者
、
称
名
能
破
衆
生

一
切
元
明

能
満
衆
生

一
切
志
願
。
称
名
則
是
最
勝
真
妙
正
業
、
正
業
則
是
念
仏
、

念
仏
則
是
南
元
阿
弥
陀
仏
、

南
元
阿
弥
陀
仏
即
是
正
念
也
。

可
知
。」
(
1
1
)

と
示
し
、

こ
の
こ
と
は
、
仏
徳
讃
嘆
さ
れ
た
名
号
を
信
じ
て
称
名
す
る

こ
と
で
あ
り
、
名
号
の
徳
に
よ

っ
て
、

一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る
真
実

性
を
示

し
、
又
、
名
号
の
絶
対
性
を
明
し
て
い
る
。
名
号
が

「大
行
」

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
選
択
本
願

の
行
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
選
択
本
願
の
行
と
は
、
大
悲
の
願
に
よ
る
廻
向
で
あ
り
、
法
然
に

親
鸞
の
念
仏
観
に
お
け
る
宗
教
性
に
つ
い
て

(中

山
)

お
け
る
六
字
釈
は
善
導
の
相
承
で
あ

っ
た
が
、
親
鸞
に
お
い
て
は
、
善

導
の
六
字
釈
を

「行
巻
」
に
引
用
し
、

「爾
者
、

南
元
之
言
帰
命
。

…

(中
略
)
…
是
以
、
帰
命
者
本
願
招
喚
之
勅
命
也
。
言
発
願
回
向
者
、
如

来
已
発
願
回
施
衆
生
行
之
心
也
。
言
即
是
其
行
者
、
即
選
択
本
願
是
也
。

言
必
得
往
生
者
、
彰
獲
至
不
退
位
也
。
…
…
中
略
…
…
金
剛
心
成
就
之

貝
也
。
」
(
1
2
)

こ
れ
は
、
善
導
の
六
字
釈
が
阿
弥
陀
仏
の
名

で
あ

る
六
字
を

称
え
る
こ
と
に
お
い
て
、
仏
果
を
証
す
る
の
に
必
要
な
願
行
を
具
足
す

る
と
し
た
の
に
対
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
そ

の
も
の
が
本
願

の
招
勅
で

あ
り
、
如
来
の
選
択
本
願
が
衆
生
の
行
と
な
る
こ
と
を
も

っ
て
他
力
廻

向
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
善
導

の
六
字
釈
は
、
衆
生
の
所
称

の
名
号
に
つ
い
て
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞

に
お
け
る
解
釈
は
、
六
字

の
名
号
を
も

っ
て
如
来
の
大
悲
で
あ
る
他
力

廻
向
の
願
力
が
成
就
せ
ら

れ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、
願
行
具
足
の
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ

と
が
あ
か
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
私
釈
に
、

「明
知
、
是
非
凡
聖
自
力
之

行
、
故
名
不
回
向
之
行
也
。
大
小
聖
人
、
重
軽
悪
人
、
皆
同
斉
応
帰
選

択
大
宝
海
、
念
仏
成
仏
。
」
(
1
3
)

と
意
解
さ
れ
た

こ
と

は
、
願
行
具
足
の
南

無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
し
た
も

の
と
言
え
る
。

親
鸞
に
お
け
る

「不
廻
向
」
と
は
、
法
然

の
言
葉

を
受
け

た
も

の

で
、
衆
生
の
立
場
か
ら
見
た
場
合

の
こ
と
で
あ
り
、
廻
向
の
成
立
は
阿

弥
陀
仏
よ
り
衆
生

へ
の
方
向
の
み
で
あ
る
こ
と
を
も

っ
て
、
「行
」
が

真
実
行
と
し
て
、
又
、
本
願
招
換
の
勅
命
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と

を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

阿
弥
陀
仏
の
大
悲
の
願
心

一
八
一
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鸞
の
念
仏
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性
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(中

山
)

に
よ
る
廻
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
規
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

親
鸞

は
真
実
行
と
し
て
の
不
廻
向
の
念
仏
を
称

す

る

こ
と
を

「爾

者
、
獲
真
実
行
信
者
、
心
多
歓
喜
故
、
是
名
歓
喜
地
。
…
…
中
略
…
…

帰
命
斯
行
信
者
、

摂
取
不
捨
、
故
名
阿
弥
陀
仏
。

是
曰
他
力
。
」
(
1
4
)

と
述

べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
は

『末
灯
鈔
』
に

信
を
は
な
れ
た
る
行
も
な
し
行
の

一
念
を
は
な
れ
た
る
信
の

一
念
も

な
し
。
(
1
5
)

と
述

べ
ら
れ
る
言
葉
に
て
ら
し
て
も
、
行
信
不
離

の
称
名
を
的
確
に

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
摂
取
不
捨
」
の
故
に

「阿
弥
陀
仏
」
と
い
わ
れ

る
の
は
、
「
摂
取
不
捨
」
と
い
う
は
た
ら
き
を
も

っ
て

「名
」

の
本
質

と
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
故
に
他
力
釈

に

「
言
他
力
者
、

如
来
本
願
力
也
。
」
(
1
6
)

と
言

っ
て
ま
と
め
て

い
る
。
親
鸞
は
選
択
本
願

の

行
の
意
義
を
如
来
の
本
願
力
廻
向
と
い
う
こ
と
を
も

っ
て
明
確

に
さ
れ

た
と

言

え

る
。
「名
」
を
称
え
る
こ
と
は
衆
生
で
あ

っ
て
も
、
衆
生
か

ら
見
れ

は
不
廻
向
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
か
ら
廻
向
さ
れ
た
行

だ
か
ら

で
あ
る
。
故
に
、
親
鸞
は

「大
行
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
こ

に
、
平
等
に
救
済
さ
れ

る

道
が
開
か
れ
、
「行
」
が
絶
対
性
、

普
遍
性

・
真
実
性
を
も
つ
こ
と
に
お
い
て
、
真
実
行
と
し
て
の
意
味
を

も

つ
。
故
に
、
真
実
と
は
仏
を
意
味
す
る
こ
と
も
わ
か
る
。

又
、
そ
の
後
に
二
教
二
機
対

の
私
釈
が
ほ
ど

こ
さ

れ
、
「然
就
教
念

仏
諸
善
比
校
対
論
、
有
難
易
対

・
頓
漸
対
…
…
中
略
…
…
斯
義
如
斯
。

一
八
二

然
按
本
願

一
乗
海
、
円
融
満
足
極
速
元
尋
絶
対
不
二
之
教
也
。
」
(
1
7
)

と
四

十
八
対
を
教
法
の
上
で
比
較
し
て
、
諸
行
に
対
し
て
、
念
仏

の
価
値

の

超
勝
性
を
あ
ら
わ
し
、
本
願
念
仏
の

一
乗
海

は
よ
ろ
ず
の
善
根
が
満
ち

あ
ふ
れ
、
い
か
な
る
悪
業
煩
悩
に
障
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
速
か
に
証

り
を
得
し
め
る
唯

一
絶
対
の
数
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
法
の
絶
対
性
を

あ
か
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

『
一
念
多
念

文
意
』
に
は

い
ま

一
乗
と
申
す
は
本
願
な
り
。
円
融
と
申
す
は
、
よ
う
つ
の
功
徳

善
根
み
ち
み
て
か
く
る
こ
と
な
し
、
自
在
な
る
こ
こ
ろ
な
り
。
無
碍
と

申
す
は
、
煩
悩
悪
業
に
さ

へ
ら
れ
ず
、
や
ぶ
ら
れ
ぬ
を
い
ふ
な
り
。
真

実
功
徳
と
申
す
は
名
号
な
り
。

一
実
真
如

の
妙
理
、
円
満
せ
る
が
ゆ
ゑ

に
、
大
宝
海
に
た
と

へ
た
ま
ふ
な
り
。

一
実

真
如
と
申
す
は
無
上
大
涅

槃
な
り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
法
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
。
宝

海
と
申
す
は
、
よ
う
つ
の
衆
生
を
き
ら
は
ず
、
さ
は

り
な
く

へ
だ

て

ず
、
み
ち
び
き
た
ま
ふ
を
、
大
海
の
水
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と

へ
た
ま

へ
る
な
り
。
(
1
8
)

と
、
同
じ
意
味
の
内
容
を
述
べ
て

い
る
。

又
、
次
に
機

に

つ
い
て
、

「
亦
就
機
対
論
、
有
信
疑
対
、
善
悪
対
、
正
邪
対
、
是
非
対
、
実
虚
対
・

真
偽
対

・
浄
穢
対

・
利
鈍
対

・
奢
促
対

・
豪
賎
対

・
明
闇
対

・
斯
義
如

斯
。
然
按

一
乗
海
之
機
、

金
剛
信
心
絶
対
不
二
之
機
也
。
」
(
1
9
)

と
馬

十

一

対
を
あ
げ
、
念
仏
の
機
と
諸
善

の
機
と
を
比
較
し
て
、
他
力
念
仏
を
讃

え
、
唯

一
絶
対
の
教
法
た
る
名
号
が
衆
生
の
金
剛
の
信
心
と
な

っ
て
あ

ら
わ
れ
、
唯

一
絶
対

の
機
と
な
る
こ
と
を
示

し
、
信
心
を
得
る
機
を
あ
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か

し

て

い

る

。

こ
れ

ら

の
こ

と

を

『
愚
禿

鈔

』

に
、

本
願

一
乗

は
、
頓
極

・
頓
速

・
円
融

・
円
満

の
教
な
れ
ば
、
絶
対
不
二

の

教
、

一
実
真
如

の
道

な
り
と
、
知

る
べ
し
。
専
が
な
か

の
専
な
り
、
頓
が
な

か

の
頓
な
り
、
真

の
な
か

の
真
な
り
、
円

の
な
か

の
円
な
り
。

一
乗

一
実

は

大
誓

願
海
な
り
。
第

一
希
有

の
行
な
り
。
金
剛

の
真

心
は
、
無
碍

の
信
海
な

り
と
、
知
る
べ
し
。
(
2
0
)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
親
鸞
が
教
法

の
理
法
が
非
常

に
す
ぐ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
機
が
修
す
る
念
仏
が
ま
た
い
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を

示
し
、
阿
弥
陀
仏

の
理
論

・
実
践
が
と
も
に
、
衆
生

に
と

っ
て
唯

一
絶

対
の
真
実
の
救
済
を
示
す
普
遍
的
な
真
実
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
し
、

一

乗
中
の

一
乗
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

結

以
上

の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
ば
衆
生
救
済
の
真
実
性
を
第
十
七
願
を
中

心
に
考
慮
し
、
念
仏
が

「大
行
」
で
あ
り
、
そ
の
超
勝
性
を
あ
か
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容

か
ら

考

え
れ
ば
、
念
仏
行
は
他
力
の
念
仏
と
し
て

「大

行
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
念
仏
行
は
如
来
よ
り
廻
向
さ
れ
た

本
願
力
廻
向
の
行
で
あ
り
、
本
願
力
廻
向
の
信
心
で
も
あ
る
。
故
に
、

称
名
念
仏
も
大
行
と
な
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
、
念
仏
を
普
遍
の
絶
対

性

.
真
実
性
・
平
等
性
と
意
図
し
た
所
が
窺
え
る
。

親
鸞
の
念
仏
観
に
お
け
る
宗
教
性
に
つ
い
て

(中

山
)

今
回
の
考
察
か
ら
、
親
鸞

の
念
仏
観

に
つ
い
て
、
信
楽

・
岡
両
氏
の

称
名
念
仏
こ
そ
正
因
に
近
い
も

の
と
い
う
考
え
は
、
ど
う
し
て
も
納
得

で
き
な

い
。
私
自
身
、
親
鸞
は

「信
心
正
因
、
称
名
報
恩
」
の
意
と
し

て
念
仏
を
救
済

の
正
因
と
解
し
て
い
た
と
考
え
る
。
今
回
は

「
行
巻
」

を
中
心
と
し
た

一
視
点
に
す
ぎ
ず
。
親
鸞

の
念
仏
の
本
質
解
明
に
あ
た

っ
て
は

「信
巻
」
と
の
関
連
性

に
お
い
て
も
再
度
考
察
し
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

1

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
巻
の
二

六
七
七
頁

・
六
七
八
頁

2

『宗
教
研
究
』
第
四
十
六
巻
の
三

一
五
六
頁

3

『真
宗
聖
教
全

書
』
二
巻
七
七
四
頁

4

同

二
巻
五
一
三
頁

5

同

二
巻
二

〇
一
頁

6

同

二
巻
五
頁

7

同

一
巻
九
頁

8

同

二
巻
四
二
頁

9

同

二
巻
五
頁

10

同

二
巻
五
頁

11

同

二
巻
八
頁

12

同

二
巻
二
二
頁

13

二
巻
三
三
頁

14

同

二
巻
三
三
頁

15

同

二
巻
六
七
二
頁

16

同

二
巻
三
五

頁

17

同

二
巻
四
一
頁

18

同

二
巻
六
一
五
頁

19

同

二
巻
四
一
頁

20

同

二
巻
四
五
八
頁

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

救
済
の
正
因
、
大
行
、
真
実
(麻
生
福
岡
短
期
大
学
助
教
授
)

一
八
三
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